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公 式 試 合 記 録

公益社団法人　日本ホッケー協会

大会名： ２０１８年　第５０回全国高等学校選抜ホッケー大会

試合番号 備　考 時　間 場　所 ピッチ

15 男子 2回戦 12:40 立命館ホリーズスタジアム スタジアム 人工芝（W）

合 計

チーム名 19 1Q チーム名 20

可児工業高等学校

2Q

川棚高等学校3Q

4Q

145 153

先発 背番号 氏　　　　名 先発 背番号 氏　　　　名

✓ 1 八木　祥馬 ✓ 1 田 口　和 輝

✓ 2 林　竜司 ✓ 2 福 本　敦 史

✓ 3 中島　悠貴 ✓ 3 竹 邊　和 希

✓ 4 尾関　塁斗 ✓ 4 木戸川　慶次

✓ 5 森元　大尊 ✓ 5 藤　川　　空

6 山田　直弥 ✓ 6 浜 田　恋 音

✓ 7 森　雄哉 ✓ 7 有 馬　圭 亮

✓ 8 石田　州都 8

✓ 9 松久　蓮太郎 ✓ 9 前 平　祥 希

✓ 10 纐纈　悠馬 ✓ 10 前 田　晴 紀

✓ 11 上野　愁也 ✓ 11 竹 邊　尚 希

12 前島　大輝 ✓ 12 村 井　斗 歩

✓ 13 水野　眞尚斗 13

10 14 鍵谷　成龍 14

7 15 澤田　昇太朗 15

27 16 井口　颯麻 16

17 渡邉　天佑 17

18 田中　良樹 18
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種類：FG – Field Goal / PC – Penalty Corner / PS – Penalty Stroke 
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監　督 大野　壮太 監　督 米田　れい子

アンパイア 熊林　孝 アンパイア 湯澤　健人

Ｒアンパイア野澤　達 ジャッジ 小林　千紘

Ｓアンパイア ジャッジ 松原　久

Ｓアンパイア Ｔ　Ｏ 竹内　芳郎
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№ 種類 時間 № 種類 時間 № 種類

8 PC 1 - 0 - -

14 FG 2 - 0 - -

4 FG 2 - 1 - -

- - -

- - -

種類：FG – Field Goal / PC – Penalty Corner / PS – Penalty Stroke 

【戦評】
可児工業高校のセンターパスにより試合が開始された。立ち上がりは一進一退の攻防となる。お互いサークル付近までボールを進める
が、シュートを打つことが出来ない。８分、可児工業高校がサークル内の混戦からPCを得る。これを＃８石田が素晴らしいコースのフ
リックシュートで突き刺し、先制点をあげる。さらに可児工業高校は右サイドを素早いパス交換で突破し、＃１４鍵谷が左サイドで合わ
せて追加点をあげる。川棚高校は丁寧にパスを繋いでチャンスを作る。２５分には左サイドからシュートを打つが、可児工業高校GK＃１
八木に阻まれ得点できない。第二クオーターは落ち着いた展開となり、お互いに大きなチャンスをなかなか作れない状況の中でゲームが
進む。第二クオーター終了間際、川棚高校は連続でクロスボールをサークルに入れるが、可児工業高校は高い集中力を保ちこのボールを
うまくインターセプトする。
川棚高校のセンターパスで第３クオーターが開始された。点が欲しい川棚高校は素早いパス交換から３２分にPCを得るが、このチャンス
は可児工業高校ディフェンスに阻まれる。川棚高校は攻撃のテンポをあげて可児工業高校を攻め立てる。３８分には１１番竹邊がディ
フェンス３人を抜き去るドリブル突破を行い、最後は＃４木戸川が押し込んで一点を返す。勢いに乗った川棚高校がボールポゼッション
を高め、第３クオーター終了間際にPCを獲得する。これを可児工業高校＃１八木が守り、同点とすることを許さない。第４クオーターが
開始されて４６分、可児工業高校はディフェンダーにイエローカードが出され数的不利となる。この時間帯に川棚高校はさらに力強く攻
撃を展開しPCを獲得するが、得点に結びつけることができない。その後も川棚高校は素早い攻撃からチャンスを作り続けるが、可児工業
の気迫のこもったディフェンスに阻まれる。試合終了間際、川棚高校は＃３竹邊と＃２福本のパス交換から素晴らしいカウンター攻撃を
見せるが、うまくシュートに持ち込むことが出来ない。
最後まで緊迫したゲーム展開であったが、最後まで集中して一点を守り切った可児工業高校が２－１で勝利した。
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